
【数学重視方式】 

一般選抜  一般入試 前期・均等配点型（A日程） 

試験日・受験地等
出願期間　※消印有効 試験日 合格発表日 入学手続期間

2027 

1/4（月）～1/18（月）
2027

1/28（木）・1/29（金）

2027

2/17（水）
1次手続　20272/17（水）～2/25（木）
2次手続　20272/17（水）～3/24（水）

（追加合格）

20273/1（月）
（追加合格） 1次手続 20273/1（月）～3/5（金）

2次手続 20273/1（月）～3/24（水）

受験地

本学（大宮キャンパス）、大阪（南部）、京都、神戸、奈良、姫路、和歌山、津、名古屋、福井、岡山、広島、高松、福岡

教科・出題範囲等
教科 科目 出題範囲 解答形式 時間

数　学
数学①

数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ、数学A（『数学と人間の活動』を除く）、
数学Ｂ（『数列』）、数学Ｃ（『ベクトル、平面上の曲線と複素数平面』）」

記述 70分

数学②
数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学A（『数学と人間の活動』を除く）、
数学Ｂ（『数列』）、数学Ｃ（『ベクトル』）

記述 70分

外国語 英　語
英語コミュニケーションⅠ、英語コミュニケーションⅡ、
英語コミュニケーションⅢ、論理・表現Ⅰ、論理・表現Ⅱ、論理・表現Ⅲ

マーク 70分

国　語 国　語 現代の国語、言語文化、論理国語（いずれも『古文・漢文』を除く） 記述（漢字のみ）・マーク 70分

理　科
物　理 物理基礎、物理 記述 70分
化　学 化学基礎、化学 記述 70分
生　物 生物基礎、生物 マーク 70分

次の各項のいずれかに該当する者
1.高等学校または中等教育学校を卒業した者および2027年3月卒業見込みの者
2.通常の課程による12年の学校教育を修了した者および2027年3月修了見込みの者
3. 学校教育法施行規則第150条の規定により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められる者または2027年3月31日までにこれに該当する見込みの者
（注意） 出願資格３に該当する者のうち、学校教育法施行規則第150条第7号に規定される者については、出願に先立ち本学において個別の入学資格審査を行い、

高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認めた場合のみ出願することができます。

出願資格

入試のポイント

第１志望とは異なる学科を併願できる制度です。各区分より1学科
ずつ選択でき、1試験日につき、最大3学科の合否判定を受けられます。

プラスワン理系・文理1
⇒詳細は  P7併願がおすすめ

入試成績が優秀な方に、授業料を減免する制度があります。最大
で４年間の授業料（最大524万円）が全額免除となります。

特待生制度6
⇒詳細は  P9

B日程）を同時出願する場合、入学検定料の割引（最大10,000円）を
適用します。フル活用すると最大25,000円の割引が適用されます。

 

併願制度を利用する場合は､3セット出願で1日程につき入学検定料の
割引(5,000円）を適用します。さらに、一般入試  前期・均等配点型（A日程・

同時出願と3セット出願で
お得に併願5

⇒詳細は  P14
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学びの関連が強い４つのグループ内で第２志望学科（情報科学
部は第５志望学科まで）を選択することができます。昨年度の入
試では、147名が第２（・第５）志望学科で合格しました。

第２（・第５）志望制度2
⇒詳細は  P8

⇒詳細は  P33

追加の検定料不要

均等配点型（Ａ日程）の得点と大学入学共通テストの得点を合算して
合否判定を行います。昨年度の入試では、54名がＡ日程は不合格
ながら、大学入学共通テスト併用型（ＡＣ日程）で合格を勝ちとりました。

大学入学共通テスト併用型
（ＡＣ日程）4

 共通テスト受験者におすすめ

併願すると、得意教科を活かし合格の可能性を高めることができ
ます。数学・理科・英語の得点を２倍して合否判定を行います。

「数学・理科・英語重視方式」を
新設！3

２教科型

NEW

選抜方法

※スタンダード方式における「数学」の得点を2倍します。

※スタンダード方式における「理科」の得点を2倍します。

※スタンダード方式における「外国語」の得点を2倍します。

*2　第2（・第5）志望制度を利用する場合、【理系型】で受験してください。

学部 学科 試験教科 試験科目 配点等 満点
外国語
数　学
国　語
理　科
外国語
数　学
理　科
国　語
外国語
数　学
理　科
国　語

英語
数学① or 数学②

国語
物理 or 化学 or 生物

英語
数学① or 数学②
物理 or 化学 or 生物

国語
英語

数学① or 数学②
物理 or 化学 or 生物

国語

150点

150点

150点

450点

450点

300点高得点の
1教科を採用
150点

高得点の
1教科を採用
150点

高得点の
2教科を採用
各150点

1科目選択  150点

工学部

知的財産学部

情報科学部 データサイエンス学科 *2

応用化学科
環境工学科
生命工学科

▼いずれか一つを必須選択

知的財産学科

*1　第2志望学科を選択する場合、数学は「数学①」、理科は「物理または化学」を解答する必要があります。

学部 学科 試験教科 試験科目 配点等 満点
数　学
外国語
理　科
数　学
外国語
理　科
数　学
外国語
理　科
国　語

数学①
英語

物理 or 化学
数学① or 数学②

英語
物理 or 化学 or 生物
数学① or 数学②

英語
物理 or 化学 or 生物

国語

150点
150点

1科目選択  150点
1科目選択  150点

150点
1科目選択  150点
1科目選択  150点

150点

450点

450点

450点
高得点の1教科を採用

150点

工学部

情報科学部

ロボティクス＆デザイン工学部

ロボティクス＆デザイン工学部

都市デザイン工学科、建築学科
機械工学科、電気電子システム工学科
電子情報システム工学科
ロボット工学科、システムデザイン工学科

空間デザイン学科 *1

データサイエンス学科
実世界情報学科
情報知能学科
情報システム学科
情報メディア学科

学部 学科 試験教科 試験科目 配点等 満点
数　学
外国語
理　科
数　学
外国語
理　科
数　学
外国語
理　科
国　語

数学①
英語

物理 or 化学
数学① or 数学②

英語
物理 or 化学 or 生物
数学① or 数学②

英語
物理 or 化学 or 生物

国語

300点

1科目選択 300点

1科目選択 300点

450点

450点

450点

高得点の1教科を採用
150点

高得点の1教科を採用
150点

1科目選択 300点

高得点の1教科を採用
150点

高得点の1教科を採用
150点

工学部

情報科学部

ロボティクス＆デザイン工学部

ロボティクス＆デザイン工学部

都市デザイン工学科、建築学科
機械工学科、電気電子システム工学科
電子情報システム工学科
ロボット工学科、システムデザイン工学科

空間デザイン学科 *1

データサイエンス学科
実世界情報学科
情報知能学科
情報システム学科
情報メディア学科

【理科重視方式】 
学部 学科 試験教科 試験科目 配点等 満点

理　科
数　学
外国語
国　語

物理 or 化学 or 生物
数学① or 数学②

英語
国語

450点工学部
応用化学科
環境工学科
生命工学科

300点

高得点の1教科を採用
150点

【英語重視方式】 
学部 学科 試験教科 試験科目 配点等 満点

外国語
数　学
理　科
国　語

英語
数学① or 数学②
物理 or 化学 or 生物

国語

450点知的財産学部 知的財産学科

スタンダード方式 【理系型】 

スタンダード方式 【文理型】 

NEW

NEW

NEW

数学・理科・英語重視方式

数学・理科・英語重視方式

数学・理科・英語重視方式

▼併願制度

「スタンダード方式」は、受験した３教科（知的財産学部は２教科）で合否判定を行います。
「スタンダード方式」は必ず受験しなければなりません。【理系型】【文理型】のいずれかで受験してください。
「数学・理科・英語重視方式」は、スタンダード方式で受験した教科の得点を使用して、全学科２教科で
合否判定を行います。

※志望学科は、「スタンダード方式」で選択した学科と同一とします。「スタンダード方式」で受験した教科の得点を使用します。
※「数学重視方式」および「理科重視方式」において、スタンダード方式で所定の3教科を受験していない場合は、合否判定の対象外とします。

*1　第2志望学科を選択する場合、数学は「数学①」、理科は「物理または化学」を解答する必要があります。


